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第４節　　　理　　　科

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　理科の目標を踏まえて作成する
　　理科の目標は、学習指導要領に以下のように示されている。

　 　この目標では、初めに、どのような学習の過程を通して資質・能力を育成するのかを示し、次に育
成を目指す資質・能力を⑴「知識及び技能」、⑵「思考力、判断力、表現力等」、⑶「学びに向かう力、
人間性等」の３つに整理して示している。指導計画の作成に当たっては、この目標を踏まえた上で、
各学年および各単元の目標がどのように設定されているかを把握する必要がある。
　 　なお、理科においては、従来「科学的な見方や考え方」を育成することを重要な目標として位置付
けてきたが、今回の改訂では、「見方・考え方」は資質・能力を育成する過程で児童が働かせる「物
事を捉える視点や考え方」として全教科等を通して整理されていることに留意する必要がある。
⑵　内容の系統性に留意して作成する
　 　理科の内容は、「エネルギー」、「粒子」、「生命」、「地球」などの科学の基本的な概念等を柱として
構成し、科学に関する基本的な概念等の一層の定着を図ることができるようにしている。指導計画の
作成に当たっては、これらの概念等を柱として内容の系統性が図られていることに留意する。
⑶　地域や学校の特色を生かした指導計画を作成する
　 　各学校で年間指導計画を作成するに当たっては、学校教育目標との関連を図るとともに、地域の特
色を生かし、他教科との関連を図りながら、学習活動が主体的になるように展開を工夫する。

２　指導計画作成の一般的な手順
⑴　学習指導要領の目標や内容を把握する
　 　指導計画には、全体計画、年間指導計画、単元の指導計画、１単位時間の指
導計画（学習指導案）などがある。「小学校学習指導要領第１章総則、第２章第
４理科」、「同解説理科編」、本書「埼玉県小学校教育課程編成要領」を詳細に検
討し、理科の目標や学年の目標がどのように設定されているのかを把握する。そ
の際、右図に示す問題解決の過程を授業の基本的な流れとして考慮した上で、単
元の特性等に合わせて具体的な指導計画を作成する。
⑵　児童や学校、地域の実態を捉える
 　 　児童の発達の段階や実態を把握して指導計画作成時の資料とする。特に中学年
は、理科が始まる時期に当たり、生活科などで身に付けたことを理科の学習に円
滑に移行できるよう配慮する。また、理科室の使用状況や教材教具の整備状況な
どと各単元で使用する教材教具について把握し、円滑に学習活動が行えるように
するとともに地域で教材化できる自然の事物・現象について研究し、活用できる
ようにする。なお、生物や天気に関する学習など、季節により実施時期が限られ
る学習が多いため、その配列については特に配慮する。
⑶　指導計画を作成する
　ア　教科書の内容や活用について検討する 
　イ　単元の配列を工夫する
　　　単元を配列する際には、前述の２⑴及び⑵で検討した内容に留意して配列する。
　ウ　設定項目を決定する

　自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，
自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。
⑴ 　自然の事物・現象についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるよ
うにする。
⑵　観察，実験などを行い，問題解決の力を養う。
⑶　自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。
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　 　指導計画を作成するに当たっては、具体的な目標、学習内容、指導方法、教材教具、配当時間、
単元間や教科領域などとの関連を考慮して項目の設定を行う。
⑷　実践をもとに指導計画を見直し、改善を図る
　　指導計画については、実践をもとに評価、検討し、問題点を明らかにして改善する。
３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な支援を必要とするなど課題のある児童への指導」の視点
　 　特別な支援を必要とするなど課題のある児童への指導については、学習活動を行う場合に生じる困
難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うことができるよう配慮して指導計画
を作成する。その際、理科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、学習内容の変更や学習
活動の代替を安易に行うことがないよう留意するとともに、児童の学習負担や心理面にも配慮する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　 　「主体的・対話的で深い学び」は、必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではな
い。単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、児童の主
体的・対話的で深い学びの実現を図るよう配慮して指導計画を作成する必要がある。その際、理科の
学習過程の特質を踏まえ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなど
の、問題を科学的に解決しようとする学習活動の充実を図ることができるようにする。また、理科で
育成を目指す資質・能力及びその評価の観点との関係も十分考慮し、指導計画等を作成する。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　児童が主体的に問題解決の活動を行う中で、他教科等で学習した内容と関連付けて考えることで、
学習内容を深く理解することができるようになる。そのため、指導計画の作成に当たっては、各教科
等の内容について「カリキュラム・マネジメント」を通じての相互の関連付けや横断を図り、必要な
教育内容を組織的に配列し、関係する教科等の内容と往還できるよう留意する。また、自然災害との
関連を図りながら、学習内容の理解を深めることも重要である。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　 　学校や地域の実態等に応じ、理科の学習活動の実施に必要な人的または物的な体制を家庭や地域
の協力を得ながら整えるなど、家庭や地域社会との連携及び協働を深めることができるよう配慮する。
特に理科の学習を効果的に行うために、博物館や科学学習センターなどと連携、協力を図りながら、
それらを積極的に活用するよう留意する。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　理科の学習において栽培や飼育などの体験活動を通して自然を愛する心情を育てることは、生命を
尊重し、自然環境の保全に寄与する態度の育成につながるものである。また、見通しをもって観察、
実験を行うことや、問題解決の力を育てることは、道徳的判断力や真理を大切にしようとする態度の
育成にも資するものである。そのためにも、理科の年間指導計画の作成などに際して、道徳教育の全
体計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合うよう留意する。  
⑹　「問題解決の力の育成」の視点
　 　学習指導要領解説では、学年を通して育成を目指す問題解決の力として、第３学年では、主に差異
点や共通点を基に、問題を見いだす力、第４学年では、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠の
ある予想や仮説を発想する力、第５学年では、主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力、第
６学年では、主により妥当な考えをつくりだす力が示されているが、実際の指導に当たっては、他の
学年で掲げている問題解決の力の育成についても十分配慮する。
⑺　「体験的な学習活動の充実」の視点
　 　理科の学習においては、自然に直接関わることが重要である。こうした直接体験を充実するために、
それぞれの地域で自然の事物・現象を教材化し、これらの積極的な活用を図ることが求められる。ま
た、学習の対象とする教材に地域差があることを考慮し、その地域の実情に応じて適切に教材を選び、
児童が主体的な問題解決の活動ができるように指導の工夫改善を図ることが重要である。
⑻　「コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用」の視点
　 　観察、実験などの指導に当たっては、直接体験が基本であるが、指導内容に応じて、適宜コン
ピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活用するようにする。また、プログラミングを体験しな
がら論理的思考力を身に付けるための学習活動を行う際には、児童への負担に配慮しながら、学習上
の必要性や学習内容との関連付けを考えて、単元に位置付けるよう留意する。
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第２　指導計画作成のための資料

１　内容の構成図
　ここに示した「内容の構成図」は、小学校学習指導要領解説理科編の内容を分析して示したものである。
この資料の活用により、内容の系統性や育成する資質・能力について理解したり、取り扱う教材に対する考
え方を深めたりすることができるように構成した。
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◇児童が問題解決の過程の中で用いる「考え方」　自然の事物・現象について◇
「比較する」 … 複数を比べたり、変化を時間的な前後の関係で比べたりするなど。（問題を見いだす際に、比較し、差異点や共通点を明らかにすることなど）

「関係付ける」 … 変化とそれに関わる要因を結び付けたり、既習の内容や生活経験と結び付けたりするなど。（解決したい問題についての予想や仮説を発想する際
に、自然の事物・現象と既習の内容や生活経験とを関係付けたり、自然の事物・現象の変化とそれに関わる要因を関係付けたりすることなど）

「条件を制御する」 … どの要因が影響を与えるかを調べる際に、変化させる要因と変化させない要因を区別するなど。（解決したい問題について、解決の方法を発想す
る際に、制御すべき要因と制御しない要因を区別しながら計画的に観察、実験などを行うこと）

「多面的に考える」 … 複数の側面から考える。（問題解決を行う際に、解決したい問題について互いの予想や仮説を尊重しながら追究したり、観察、実験などの結果を
基に、予想や仮説、観察、実験などの方法を振り返り、再検討したり、複数の観察、実験などから得た結果を基に考察をしたりすることなど）
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◇児童が問題解決の過程の中で用いる「考え方」について◇
「比較する」　　　…複数を比べたり、変化を時間的な前後の関係で比べたりするなど。（問題を見いだす際に、比較し、差異点や共通点を明らかにすることなど）
「関係付ける」　　… 変化とそれに関わる要因を結び付けたり、既習の内容や生活経験と結び付けたりするなど。（解決したい問題についての予想や仮説を発想する際

に、自然の事物・現象と既習の内容や生活経験とを関係付けたり、自然の事物・現象の変化とそれに関わる要因を関係付けたりすることなど）
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「条件を制御する」… どの要因が影響を与えるかを調べる際に、変化させる要因と変化させない要因を区別するなど。（解決したい問題について、解決の方法を発想す
る際に、制御すべき要因と制御しない要因を区別しながら計画的に観察、実験などを行うこと）

「多面的に考える」… 複数の側面から考える。（問題解決を行う際に、解決したい問題について互いの予想や仮説を尊重しながら追究したり、観察、実験などの結果を
基に、予想や仮説、観察、実験などの方法を振り返り、再検討したり、複数の観察、実験などから得た結果を基に考察をしたりすることなど）
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２
　
年
間
指
導
計
画
の
作
成
　
　
　
年
間
指
導
計
画
の
作
成
例
と
し
て
Ａ
校
（
第
５
学
年
）
の
例
を
あ
げ
る
。

⑴
　
目
標

⑵
　
指
導
の
重
点

　
ア
 　
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
、
理
科
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
問
題
を
追
究
す
る
活
動
を
通
し
て
、
物
の
溶
け
方
、
振
り
子
の
運
動
、
電
流
が
つ
く
る
磁
力
、
生
命
の
連
続

性
、　
流
れ
る
水
の
働
き
、
気
象
現
象
の
規
則
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
、
観
察
、
実
験
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
問
題
解
決
の
力
や

生
命
を
尊
重
す
る
態
度
、
主
体
的
に
問
題
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

　
イ
 　
学
習
の
過
程
に
お
い
て
、
自
然
の
事
物
・
現
象
か
ら
見
い
だ
し
た
問
題
に
つ
い
て
の
予
想
や
仮
説
を
基
に
、
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る
と
い
っ
た
問
題
解
決
の
力
を
育
成
す
る
。

⑶
　
単
元
一
覧
表
　
　
＜
第
５
学
年
（
10
5時
間
）
の
例
＞
　

Ａ
校
の
年
間
指
導
計
画
例
の
特
色
・
特
徴

○
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
視
点
で
活
用
場
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 
○
「
教
科
等
横
断
的
」
な
視
点
で
他
教
科
等
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い
る
。

○
「
言
語
活
動
の
充
実
」
の
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

○
「
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
な
ど
課
題
の
あ
る
児
童
へ
の
指
導
」
の
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

小
学
校
学
習
指
導
要
領
　
第
５
学
年

⑴
　
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
  

　
①
　
物
の
溶
け
方
，
振
り
子
の
運
動
，
電
流
が
つ
く
る
磁
力
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
②
　
物
の
溶
け
方
，
振
り
子
の
運
動
，
電
流
が
つ
く
る
磁
力
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
主
に
予
想
や
仮
説
を
基
に
，
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る
力
を
養
う
。

　
③
　
物
の
溶
け
方
，
振
り
子
の
運
動
，
電
流
が
つ
く
る
磁
力
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
主
体
的
に
問
題
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

⑵
　
生
命
・
地
球

　
①
　
生
命
の
連
続
性
，
流
れ
る
水
の
働
き
，
気
象
現
象
の
規
則
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
②
　
生
命
の
連
続
性
，
流
れ
る
水
の
働
き
，
気
象
現
象
の
規
則
性
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
主
に
予
想
や
仮
説
を
基
に
，
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る
力
を
養
う
。

　
③
　
生
命
の
連
続
性
，
流
れ
る
水
の
働
き
，
気
象
現
象
の
規
則
性
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
や
主
体
的
に
問
題
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。
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⑷
　
年
間
指
導
計
画
　
　
＜
前
ペ
ー
ジ
の
単
元
一
覧
表
の
「
流
れ
る
水
の
働
き
と
土
地
の
変
化
」
を
具
体
的
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
＞
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３　単元の指導計画例
⑴　「主体的・対話的で深い学び」を重視した指導計画 
　ア　単元の指導計画を作成するポイント
　　・ 　児童に目指す資質・能力を育むために「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視

点で、授業改善を進めるようにする。
　　・ 　単元など内容や時間のまとまりの中で、学習内容を見通したり、自己の変容を自覚するために

振り返ったりする場面をどこに設定するか、グループなどで対話する場面をどこに設定するか、
児童が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかを考え、実現を図る。

　　・　深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせるようにする。
　イ　単元の指導計画の例

 



― 83 ―

 
 

 
  

   
3  

13  
( ) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

3
3 6

 

 

 

 

3
3 6

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

  
   

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

⑵　「問題解決の力の育成」を重視した指導計画
　ア　単元の指導計画を作成するポイント
　　・ 　児童が自然に親しむことによって、見いだした問題に対して、予想や仮説がもてるように意図

的な活動の場を導入として設定する。
　　・ 　予想や仮説を確かめるための観察、実験などの解決の方法を主体的に発想する場面を設定する。
　　・ 　対話的な活動を通して、予想や仮説又は解決の方法の妥当性を検討する場面を設定する。

　イ　単元の指導計画例
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⑶　「日常生活や他教科との関連」を重視した指導計画
　ア　単元の指導計画を作成するポイント　　
　　・ 　日常生活の中から学習したことを見付けることで、児童は理科の大切さを感じることがで

きる。そのためにも各教科等について、理科と関連のある内容を指導計画に位置付け、関係
する教科等の内容と「ここで学習したことが使える」と有用性を実感できるようにする。

　　・ 　学んだことを日常生活との関わりの中で捉え直すために、ものづくりを行う。児童が明確
な目的を設定し、達成するためだけでなく、設定した目的が達成できているか振り返り、達
成できていない場合には修正するといった「ものづくり」活動の充実を図る。

　イ　単元の指導計画例
　　・　他教科との関連（社会科）
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４　理科施設・設備の管理と事故防止
⑴　基本的な考え方
　 　児童が理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行い「主体的・対話的で深い
学び」を実現するため、観察、実験の充実を図る観点から理科室の整備を図り、学校内外の自然環境
の教材化を進め、事故防止、薬品管理や廃棄物処理などについて十分配慮することが必要である。
⑵　指導計画作成に当たって
　　指導計画作成に当たって、次の点に留意する。
　ア 　年間指導計画の適切な箇所、又は年間指導計画に資料ページを加え、安全指導や事故防止上の
留意点、理科室や理科準備室の管理、薬品の取扱い、児童に習熟させる安全な観察、実験の基本
的な技能などについて記載する。

　イ 　理科関係の部屋、施設・設備、備品等について、配置計画の一覧表を作成する。表には設置場
所、管理者名、使用上の留意点などについて記入する。

　ウ　事故発生時の対応方法と連絡体制を記載する。
　エ 　設備、備品の一覧表及び、薬品在庫簿などについて、記入方法や点検の項目を設ける。なお、
年間指導計画に基づいて、事故防止策が適正に実施されているか、施設・設備の整備が適切に図
られているかなどについても、常に見直す必要がある。

⑶　理科室の管理
　　理科室の管理について、教師の共通理解を図る場を設け、適切な学習指導に当たる。
　ア　学校の実態に即し、理科室などの使用計画を立て、表示する。
　イ 　常に理科室内の整理整頓をし、設備、備品、ガス漏れ警報器の有効期限などの点検、保守を定
期的に行う。

　ウ 　地震などに備え、戸棚などの上に重い物は置かない。テレビは台に固定し、戸棚は地震で倒れな
いように処置をする。

　エ 　事故発生時に対応できるよう、事故対応マニュアルを掲示し、消火器や砂入りバケツ、水入りバ
ケツ、救急箱、ぬれ雑巾（火気使用時）など必要なものを整備しておく。また、日ごろから児童に
その使い方や置いてある場所について熟知させておく。

　オ　使用した薬品、ガラス片、金属片、紙類などを廃棄する方法や場所について明示する。
⑷　理科準備室の管理
　ア 　理科準備室の出入り口や窓は、必ず施錠する。教師以外の入室を原則禁止とする。
　イ 　ガスの元栓、配電盤の回りや床には物を置かないなど、常に整理整頓をする。
　ウ 　領域や単元、学年ごとに備品等を整理するなど校内で共通理解を図り、点検、保守、補充を定期
的に行う。備品の廃棄については、教育委員会の指示を受け適切に実施する。

⑸　薬品の管理
　ア 　薬品が入っている容器には、それぞれ必要事項を記載したラベルを貼り、薬品庫に保管し、紛失
や盗難がないように必ず施錠する。また、地震に備えて、薬品が倒れないように薬品庫の内部に仕
切りを設けるなどの工夫をする。

　イ 　薬品の在庫量がわかるように薬品在庫簿を備え、使用後に在庫量を確認し記入する。また、在庫
簿には、薬品の性質、引火性、毒性などの危険の有無も記載するとともに薬品を補充したときには
必ず必要事項などを記入しておく。在庫量は容器を含めた重さを測定し、記録する。

　ウ 　児童が実験で使用する薬品は、必要な分量を渡し、残った薬品は確実に回収する。
　エ 　不要な薬品類の廃棄に当たって は、教育委員会や薬剤師の指導を受ける。
⑹　教師の授業に臨む安全管理への配慮
　 　授業を行う前には、児童が使う物と同じ器具、薬品などを使い、児童の視点で、必ず予備実験を実
施して、安全確認を行う。野外での学習においても事前に、観察場所、移動経路の安全性を確認し、
校外に出る場合は、必ず校長の許可を得る。また、当日の天気にも注意して不慮の事故の発生を防ぐ。
　 　事故の発生要因などを熟知するよう努め、常にその対応について検討をする。特にアルコールラン
プや実験用ガスコンロ使用時、ガラス器具や刃物などの操作、薬品の取扱いや処理など十分に注意を
払う。また、実験は立って行うことや、状況に応じて保護眼鏡を着用することを指導する。
　 　昆虫や動植物に触れる場合は、毒や感染症などの予防に努める。また、児童のアレルギーや健康
上の配慮事項についても事前に保護者に尋ねるなどして十分な対応に努める。


